
事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以内）

　海外における日本語教育に対する協力要請に応え、現職教員を外国の中等教育施設へ派遣し、日本語教育に従事
させるとともに、教育・文化交流活動を通じて教員の指導能力の向上及び国際性の涵養を図ることにより、我が国の学
校教育の国際化及び地方公共団体による地域レベルの国際交流の促進に資する。

執行率 83.1% 94.4% 66.0%

事業概要
（5行程度以内。別

添可）

　外国教育施設への派遣決定者に対し、日本語学、日本語教授法、日本文化、異文化コミュニケーション、現地語等に
関する約４か月の事前研修を国立大学等に委託し、実施する。

事業番号 ００５７

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 文部科学省 )

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成２年度

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点：この事業は、現職教員の外国教育施設へ派遣決定者に対し、日本語、日本語教授法、日本文化、異文化コ
ミュニケーション、現地語等に関する事前研修（約4ヶ月）を平成２年度から実施している事業であり、長期継続事業の観点や予算
執行の観点から検証を行った。
２．所　　　　　見：この事業は、平成2年度以降長期に継続している事業であるが、我が国の学校教育の国際化及び地方公共団体
による地域レベルの国際交流の促進に資する必要があることから、今後も実施する必要があるが、これまでの事業の成果の検証
を行い、平成２１年度において予算に不用が生じていることから、予算の差異の要因等を十分精査しつつ、予算を縮減すべきであ
る。

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

　平成22年度予算については、前年の執行状況を踏まえ、見直しを行った。
なお、事業（研修）の実施にあたり必要な事務費については、効率化を図るよう、引き続き事業者に対して促す。

17 6.2

22年度 23年度要求

　企画競争を前提とする公募にて委託先選定
　　○平成２１年度
　　　・受託者：国立大学法人東京外国語大学　　・応募件数：２件
　　　・派遣先：５ヶ国、派遣者数：５名（内訳　派遣先：米国、派遣者数：１名、派遣先：オーストラリア、派遣者数：１名、
　　　　派遣先：ニュージーランド、派遣者数：１名、派遣先：韓国、派遣者数：１名、派遣先：ドイツ、派遣者数：１名）

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

877 18

19年度 20年度 21年度

執行額 64

　事業者より提出された事業計画書及び事業完了報告書等により審査を行い、適宜、書類の提出や電話等での確認
により状況把握を行っている。
　また、必要に応じて証拠書類を取り寄せる等、各費目についての詳細把握を行っている。

総事業費(執行ベース) 64

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外国教育施設日本語指導教員派遣事業

初等中等教育局

一般会計

担当部局庁

確かな学力の育成

関係する計
画、通知等

― 教育振興基本計画（平成２０年７月１日 閣議決定）

担当課室 国際教育課

予算額(補正後）

上位政策

国際教育課長
中井　一浩

9.4 9
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資金の流れ
(資金の受け取り
先が何を行ってい
るかについて補足

する)
(単位:百万円)

文部科学省
6.2百万円

【公募・委託】

Ａ．外国教育施設日本語指導教員派
遣事業（REXプログラム）事前研修：

4.4百万円

東京外国語大学

諸謝金：　　　0.1百万
職員旅費：　 0.1百万
委員等旅費：1.6百万 を含む

派遣者の事前研修を実施。

海外における日本語教育に対する協力要請
に応え、現職教員を外国の中等教育施設へ
派遣する。そのため、派遣者者の選考、派遣
前の事前研修実施機関の公募・選定等を行
う。



A.東京外国語大学

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

諸謝金 講義謝金、教育実習協力者謝金 1.3

賃金
研修業務の補助者（講義準備等
の協力）

0.7

旅費 講師旅費、教育実習協力者旅費 0.5

図書購入費 参考図書

会議費等
会議費、雑役務費、消費税相当
額、一般管理費

0.4

0.4

消耗品費
用紙代、インク・トナー代、教育実
習教材等

0.3

印刷製本費 帰国報告会報告書作成費 0.2

借損料
コピー機、パソコン、デジタルビデ
オカメラレンタル料

0.6

0計 4.4 計

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。使途と費目
の双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

金 額
(百万円）

費　目

0計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

0計 0 計
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